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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号する方法であって、
　ビデオデータの複数のレイヤを備えるビットストリームについてビデオパラメータセッ
ト（ＶＰＳ）を復号すること、を備え、ビデオデータの前記複数のレイヤのそれぞれは前
記ＶＰＳを参照し、前記ＶＰＳを復号することは、
　　ビデオデータの前記複数のレイヤのうちの少なくとも１つにおいて並べ替えられるフ
レームの数を示す前記ＶＰＳのデータを復号することと、
　　ビデオデータの前記複数のレイヤの復号中に復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）に記憶
されるピクチャの数を示す前記ＶＰＳのデータを復号することと、
　　ビデオデータの前記複数のレイヤを含む前記ビットストリーム中の時間レイヤの最大
数を示す前記ＶＰＳのデータを復号することと、
　　ビデオデータの前記複数のレイヤを示す前記ビットストリーム中のビューの最大数を
示す前記ＶＰＳのデータを復号することと、
　　特性インジケータへのサンプルインデックスのマッピングを定義する情報を復号する
ことと、ここで、前記マッピングを定義する前記情報を復号することは、複数の従属イン
デックスの各々についてのそれぞれの空間解像度、複数の時間インデックスの各々につい
てのフレームレート、または複数のビューインデックスの各々についてのビュー識別子、
のうちの１つまたは複数を復号することを備え、
　　前記ＶＰＳに少なくとも部分的に基づいてビデオデータの前記複数のレイヤを復号す
ることと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記ＶＰＳを復号することは、仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータの１つまたは複
数のセットを示す前記ＶＰＳのデータを復号することをさらに備える、請求項１に記載の
方法。
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【請求項３】
　前記ＶＰＳを復号することは、前記ＶＰＳが対応する規格を超える拡張を含むかどうか
を示す前記ＶＰＳのデータと、前記ＶＰＳが前記拡張を含むときの前記拡張のためのデー
タとを復号することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ビデオデータの前記複数のレイヤを復号することは、高効率ビデオコーディング（ＨＥ
ＶＣ）に従ってビデオデータの前記複数のレイヤを復号することを備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項５】
　ビデオデータの前記複数のレイヤを復号することは、マルチビュービデオコーディング
（ＭＶＣ）またはスケーラブルビデオコーディング（ＳＶＣ）のうちの少なくとも１つに
従ってビデオデータの前記複数のレイヤを復号することを備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項６】
　前記ＶＰＳを復号することは、ビデオデータの前記複数のレイヤの１つまたは複数の次
元について、ビデオデータの前記複数のレイヤにおける優先レイヤの数、ビデオデータの
前記複数のレイヤにおける従属レイヤの数、ビデオデータの前記複数のレイヤにおける時
間レイヤの数、またはビデオデータの前記複数のレイヤにおける前記従属レイヤのいずれ
かについての品質レイヤの最大数、のうちの１つまたは複数を指定する情報を復号するこ
とを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ビデオデータの前記複数のレイヤのサブセットが、同じ空間解像度および同じビット深
度を有するとき、前記サブセットの前記レイヤの各々は、前記従属レイヤのうちの異なる
１つに対応する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記マッピングを定義する前記情報を復号することは、ビデオデータの前記複数のレイ
ヤの次元の特性を定義する特性インジケータが０からサンプル次元カウンタ－１までのイ
ンデックス範囲内にないとき、複数の特性インデックスの各々についてのそれぞれの特性
インジケータを指定する情報を復号することを備え、前記カウンタは、インデックスによ
って定義される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記マッピングを定義する前記情報を復号することは、複数のビット深度インデックス
の各々のルミナンスおよびクロミナンスについての特定の深度値の対、または複数のクロ
ミナンスサンプリングフォーマットの各々についての特定のクロミナンスサンプリングフ
ォーマットインジケータのうちの１つまたは複数を復号することを備える、請求項７に記
載の方法。
【請求項１０】
　前記ＶＰＳを復号することは、制御パラメータ、および１つまたは複数のツール有効化
／無効化フラグを定義する情報を復号することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記制御パラメータおよび前記１つまたは複数のツール有効化／無効化フラグは、ｐｃ
ｍ＿ｂｉｔ＿ｄｅｐｔｈ＿ｌｕｍａ＿ｍｉｎｕｓ１、ｐｃｍ＿ｂｉｔ＿ｄｅｐｔｈ＿ｃｈ
ｒｏｍａ＿ｍｉｎｕｓ１、ｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａ
ｇ、ｐｃｍ＿ｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ｄｉｓａｂｌｅ＿ｆｌａｇ、ｔｅｍｐｏｒａｌ＿
ｉｄ＿ｎｅｓｔｉｎｇ＿ｆｌａｇ、１つまたは複数のタイル関連のシンタックス要素、ｃ
ｈｒｏｍａ＿ｐｒｅｄ＿ｆｒｏｍ＿ｌｕｍａ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｓａｍｐｌｅ
＿ａｄａｐｔｉｖｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ａｄａｐｔｉｖｅ＿ｌ
ｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、またはｉｎｔｅｒ＿４×４＿ｅｎａ
ｂｌｅｄ＿ｆｌａｇのうちの１つまたは複数を備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
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　前記ＶＰＳを復号することは、１つまたは複数のオペレーションポイント記述子を定義
する情報を復号することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記１つまたは複数のオペレーションポイント記述子を定義する前記情報を復号するこ
とは、最大オペレーションポイントの数、異なるレイヤまたはビュー間の従属性、前記オ
ペレーションポイントの各々についてのプロファイルおよびレベル、または前記オペレー
ションポイントの各々についてのビットレートのうちの１つまたは複数を定義する情報を
復号することを備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　ビデオデータの前記複数のレイヤの各々についてのそれぞれのレイヤードシーケンスパ
ラメータセット（ＬＰＳ）を復号することをさらに備え、前記ＶＰＳに少なくとも部分的
に基づいてビデオデータの前記複数のレイヤを復号することは、前記ＶＰＳおよび前記そ
れぞれのＬＰＳに少なくとも部分的に基づいてビデオデータの前記複数のレイヤを復号す
ることを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　ビデオデータの前記複数のレイヤの各々についての前記それぞれのＬＰＳを復号するこ
とは、各次元について、各次元に対するインデックスを示すサンプル次元表示を定義する
情報を復号することを備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　ビデオデータの前記複数のレイヤの各々についての前記それぞれのＬＰＳを復号するこ
とは、制御パラメータおよびツール有効化／無効化フラグを定義する情報を復号すること
を備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記制御パラメータおよび前記１つまたは複数のツール有効化／無効化フラグは、ｐｃ
ｍ＿ｂｉｔ＿ｄｅｐｔｈ＿ｌｕｍａ＿ｍｉｎｕｓ１、ｐｃｍ＿ｂｉｔ＿ｄｅｐｔｈ＿ｃｈ
ｒｏｍａ＿ｍｉｎｕｓ１、ｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ａｃｒｏｓｓ＿ｓｌｉｃｅ＿ｆｌａ
ｇ、ｐｃｍ＿ｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ｄｉｓａｂｌｅ＿ｆｌａｇ、１つまたは複数のタ
イル関連のシンタックス要素、ｃｈｒｏｍａ＿ｐｒｅｄ＿ｆｒｏｍ＿ｌｕｍａ＿ｅｎａｂ
ｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ｓａｍｐｌｅ＿ａｄａｐｔｉｖｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿
ｆｌａｇ、ａｄａｐｔｉｖｅ＿ｌｏｏｐ＿ｆｉｌｔｅｒ＿ｅｎａｂｌｅｄ＿ｆｌａｇ、ま
たはコーディングユニット（ＣＵ）ハイアラーキのうちの１つまたは複数を備える、請求
項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　ビデオデータの前記複数のレイヤの各々についての前記それぞれのＬＰＳを復号するこ
とは、スライス、スライスのグループ、ピクチャ、または共通のピクチャパラメータセッ
ト（ＰＰＳ）を参照するいくつかのピクチャのうちの少なくとも１つに適用する１つまた
は複数の他のパラメータセットの情報を定義する情報を復号することを備える、請求項１
４に記載の方法。
【請求項１９】
　１つまたは複数のピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）が、前記ＶＰＳを参照せず、か
つ、ビデオデータの前記複数のレイヤのレイヤードシーケンスパラメータセット（ＬＰＳ
）を参照しないように、前記１つまたは複数のＰＰＳを復号することをさらに含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ＶＰＳに少なくとも部分的に基づいてビデオデータの前記複数のレイヤを復号する
ことは、前記ＶＰＳ、前記ＰＰＳ、および前記ＬＰＳに少なくとも部分的に基づいてビデ
オデータの前記複数のレイヤを復号すること、を備え、前記ＰＰＳのうちの１つのシンタ
ックス要素が前記ＶＰＳまたは前記ＬＰＳのうちのそれぞれ１つと相反するとき、前記Ｐ
ＰＳのうちの前記１つの前記シンタックス要素に基づいてビデオデータの前記複数のレイ
ヤのうちの対応する１つを復号する、請求項１９に記載の方法。
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【請求項２１】
　ビデオデータの前記複数のレイヤについての、前記ＶＰＳを含む、すべてのパラメータ
セットを一緒にグルーピングするグルーピングパラメータセット（ＧＰＳ）を復号するこ
とをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ＧＰＳを復号することは、前記ＧＰＳの識別子を定義する情報を復号することを備
え、前記方法は、前記ＧＰＳの前記識別子に対応するスライスヘッダの情報を復号するこ
とをさらに備える、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ＶＰＳを復号することは、前記ＶＰＳをパーシングすることを備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項２４】
　ビデオデータを復号するためのデバイスであって、
　ビデオデータの複数のレイヤを備えるビットストリームについてビデオパラメータセッ
ト（ＶＰＳ）を復号するように構成され、ビデオデータの前記複数のレイヤのそれぞれは
前記ＶＰＳを参照し、前記ＶＰＳを復号するように構成された前記ビデオデコーダは、
　　ビデオデータの前記複数のレイヤのうちの少なくとも１つにおいて並べ替えられるフ
レームの数を示す前記ＶＰＳのデータを復号し、
　　ビデオデータの前記複数のレイヤの復号中に復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）に記憶
されるピクチャの数を示す前記ＶＰＳのデータを復号し、
　　ビデオデータの前記複数のレイヤを含む前記ビットストリーム中の時間レイヤの最大
数を示す前記ＶＰＳのデータを復号し、
　　ビデオデータの前記複数のレイヤを示す前記ビットストリーム中のビューの最大数を
示す前記ＶＰＳのデータを復号し、
　　特性インジケータへのサンプルインデックスのマッピングを定義する情報を復号し、
ここで前記マッピングを定義する前記情報を復号するために、前記ビデオデコーダは、複
数の従属インデックスの各々についてのそれぞれの空間解像度、複数の時間インデックス
の各々についてのフレームレート、または複数のビューインデックスの各々についてのビ
ュー識別子のうちの１つまたは複数を復号するように構成され、
　　前記ＶＰＳに少なくとも部分的に基づいてビデオデータの前記複数のレイヤを復号す
る、
　ように構成される、デバイス。
【請求項２５】
　前記ＶＰＳを復号するように構成された前記ビデオデコーダは、仮想参照デコーダ（Ｈ
ＲＤ）パラメータの１つまたは複数のセットを示す前記ＶＰＳのデータを復号するように
さらに構成される、請求項２４に記載のデバイス。
【請求項２６】
　前記ＶＰＳを復号するように構成された前記ビデオデコーダは、前記ＶＰＳが対応する
規格を超える拡張を含むかどうかを示す前記ＶＰＳのデータと、前記ＶＰＳが前記拡張を
含むときの前記拡張のためのデータとを復号するようにさらに構成される、請求項２４に
記載のデバイス。
【請求項２７】
　前記ビデオデコーダは、高効率ビデオコーディング（ＨＥＶＣ）、マルチビュービデオ
コーディング（ＭＶＣ）、およびスケーラブルビデオコーディング（ＳＶＣ）のうちの１
つに従ってビデオデータの前記複数のレイヤを復号するように構成される、請求項２４に
記載のデバイス。
【請求項２８】
　前記デバイスは、前記ビデオデータを表示するように構成されたディスプレイをさらに
備える、請求項２４に記載のデバイス。
【請求項２９】
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　集積回路、
　マイクロプロセッサまたは、
　前記ビデオデコーダを含むモバイルワイヤレス通信デバイス、
　のうちの少なくとも１つを備える、請求項２４に記載のデバイス。
【請求項３０】
　ビデオデータを復号するためのデバイスであって、
　ビデオデータの複数のレイヤを備えるビットストリームについてビデオパラメータセッ
ト（ＶＰＳ）を復号する手段を備え、ビデオデータの前記複数のレイヤのそれぞれは前記
ＶＰＳを参照し、前記ＶＰＳを復号する手段は、
　　ビデオデータの前記複数のレイヤのうちの少なくとも１つにおいて並べ替えられるフ
レームの数を示す前記ＶＰＳのデータを復号する手段と、
　　ビデオデータの前記複数のレイヤの復号中に復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）に記憶
されるピクチャの数を示す前記ＶＰＳのデータを復号する手段と、
　　ビデオデータの前記複数のレイヤを含む前記ビットストリーム中の時間レイヤの最大
数を示す前記ＶＰＳのデータを復号する手段と、
　　ビデオデータの前記複数のレイヤを示す前記ビットストリーム中のビューの最大数を
示す前記ＶＰＳのデータを復号する手段と、
　　特性インジケータへのサンプルインデックスのマッピングを定義する情報を復号する
手段と、ここで、前記マッピングを定義する前記情報を復号する手段は、複数の従属イン
デックスの各々についてのそれぞれの空間解像度、複数の時間インデックスの各々につい
てのフレームレート、または複数のビューインデックスの各々についてのビュー識別子、
のうちの１つまたは複数を復号する手段を備え、
　前記ＶＰＳに少なくとも部分的に基づいてビデオデータの前記複数のレイヤを復号する
手段と、
　を備える、デバイス。
【請求項３１】
　前記ＶＰＳを復号する手段は、仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータの１つまたは複
数のセットを示す前記ＶＰＳのデータを復号する手段を備える、請求項３０に記載のデバ
イス。
【請求項３２】
　前記ＶＰＳを復号する手段は、前記ＶＰＳが対応する規格を超える拡張を含むかどうか
を示す前記ＶＰＳのデータと、前記ＶＰＳが前記拡張を含むときの前記拡張のためのデー
タとを復号する手段をさらに備える、請求項３０に記載のデバイス。
【請求項３３】
　前記ＶＰＳを復号する手段は、高効率ビデオコーディング（ＨＥＶＣ）、マルチビュー
ビデオコーディング（ＭＶＣ）、およびスケーラブルビデオコーディング（ＳＶＣ）のう
ちの１つに従ってビデオデータの前記複数のレイヤを復号する手段を備える、請求項３０
に記載のデバイス。
【請求項３４】
　命令を記憶した非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、前記命令は、実行される
とき、プロセッサに、
　ビデオデータの複数のレイヤを備えるビットストリームについてビデオパラメータセッ
ト（ＶＰＳ）を復号させる命令を備え、ビデオデータの前記複数のレイヤのそれぞれは前
記ＶＰＳを参照し、前記プロセッサに前記ＶＰＳを復号させる前記命令は、前記プロセッ
サに、
　　ビデオデータの前記複数のレイヤの少なくとも１つにおいて並べ替えられるフレーム
の数を示す前記ＶＰＳのデータを復号させる命令と、
　　ビデオデータの前記複数のレイヤの復号中に復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）に記憶
されるピクチャの数を示す前記ＶＰＳのデータを復号させる命令と、
　　ビデオデータの前記複数のレイヤを含む前記ビットストリーム中の時間レイヤの最大
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数を示す前記ＶＰＳのデータを復号させる命令と、
　　ビデオデータの前記複数のレイヤを示す前記ビットストリーム中のビューの最大数を
示す前記ＶＰＳのデータを復号させる命令と、
　　特性インジケータへのサンプルインデックスのマッピングを定義する情報を復号させ
る命令と、ここで、前記プロセッサに前記マッピングを定義する情報を復号させる前記命
令は、実行されるとき、前記プロセッサに、複数の従属インデックスの各々についてのそ
れぞれの空間解像度、複数の時間インデックスの各々についてのフレームレート、または
複数のビューインデックスの各々についてのビュー識別子、のうちの１つまたは複数を復
号させる命令をさらに備え、
　　前記ＶＰＳに少なくとも部分的に基づいてビデオデータの前記複数のレイヤを復号さ
せる命令と、
　を備える、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３５】
　前記プロセッサに前記ＶＰＳを復号させる前記命令は、実行されるとき、前記プロセッ
サに仮想参照デコーダ（ＨＲＤ）パラメータの１つまたは複数のセットを示す前記ＶＰＳ
のデータを復号させる命令をさらに備える、請求項３４に記載の非一時的コンピュータ可
読記憶媒体。
【請求項３６】
　前記プロセッサに前記ＶＰＳを復号させる前記命令は、実行されるとき、前記ＶＰＳが
対応する規格を超える拡張を含むかどうかを示す前記ＶＰＳのデータと、前記ＶＰＳが前
記拡張を含むときの前記拡張のためのデータとを前記プロセッサに復号させる命令を備え
る、請求項３４に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３７】
　前記プロセッサにビデオデータの前記複数のレイヤを復号させる前記命令は、実行され
るとき、高効率ビデオコーディング（ＨＥＶＣ）、マルチビュービデオコーディング（Ｍ
ＶＣ）、およびスケーラブルビデオコーディング（ＳＶＣ）のうちの１つに従ってビデオ
データの前記複数のレイヤを前記プロセッサに復号させる命令を備える、請求項３４に記
載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３８】
　前記ＶＰＳを復号するように構成される前記ビデオデコーダは、１つまたは複数のオペ
レーションポイント記述子を定義する情報を復号するように構成される、請求項２４に記
載のデバイス。
【請求項３９】
　前記１つまたは複数のオペレーションポイント記述子を定義する前記情報を復号するた
めに、前記ビデオデコーダは、
　　最大オペレーションポイントの数、
　　異なるレイヤまたはビュー間の従属性、
　　前記オペレーションポイントの各々についてのプロファイルおよびレベル、または、
　　前記オペレーションポイントの各々についてのビットレート、
　のうちの１つまたは複数を定義する情報を復号するように構成される、請求項３８に記
載の方法。
【請求項４０】
　前記ＶＰＳを復号する手段は、１つまたは複数のオペレーションポイント記述子を定義
する情報を復号する手段を備える、請求項３０に記載のデバイス。
【請求項４１】
　前記１つまたは複数のオペレーションポイント記述子を定義する前記情報を復号する手
段は、
　　最大オペレーションポイントの数、
　　異なるレイヤまたはビュー間の従属性、
　　前記オペレーションポイントの各々についてのプロファイルおよびレベル、または、



(7) JP 2015-507428 A5 2016.12.15

　　前記オペレーションポイントの各々についてのビットレート、
　のうちの１つまたは複数を定義する情報を復号する手段を備える、請求項４０に記載の
デバイス。
【請求項４２】
　前記プロセッサに前記ＶＰＳを復号させる前記命令は、実行されるとき、前記プロセッ
サに１つまたは複数のオペレーションポイント記述子を定義する情報を復号させる命令を
さらに備える、請求項３４に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４３】
　前記プロセッサに前記１つまたは複数のオペレーションポイント記述子を定義する前記
情報を復号させる前記命令は、実行されるとき、前記プロセッサに、
　　最大オペレーションポイントの数、
　　異なるレイヤまたはビュー間の従属性、
　　前記オペレーションポイントの各々についてのプロファイルおよびレベル、または、
　　前記オペレーションポイントの各々についてのビットレート、
　のうちの１つまたは複数を定義する情報を復号させる命令をさらに備える、請求項４２
に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
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